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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、（１）学習者の自律的な論理的思考を促すためには、学習者の〈自
分ごと〉認識が重要であることを理論的に示した点、（２）特に自律的な論理的思考力の育成が期待される中等
教育段階の論説・評論の読みの指導における、論説・評論に〈自分ごと〉認識を持つ学習者を育てるための方法
論を示した点、（３）実際の年間実践を通して、学習者の論説・評論に対する〈自分ごと〉認識を評価する学習
評価サイクルを開発した点、である。

研究成果の概要（英文）：In this study, we made 3 findings: (1)Importance of self-relevance for 
autonomous logical thinking. (2)Suggestion of instructional method of reading with self-relevance, 
especially for Japanese reading education in secondary education in which we are aware of autonomous
 logical thinking. (3)Development of learning assessment cycle for learner's self-relevance. 

研究分野：国語科教育学
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１．研究開始当初の背景 
 国語科教育では、義務教育段階で学習者に
論理的思考力を身につけさせ、その後の日常
生活・社会生活で、論理的思考を自ら進んで
行う学習者の育成を目指した取り組みに継
続して取り組んでいる。このような流れの中、
申請者は、学習者の論理的思考方略の要素を
明らかにし、その偏りや躓きを指摘・修正す
ることで、学習者に自律的な論理的思考を行
わせる指導の開発を行ってきた。 
申請者は、学習者の方略の用い方を捉え、
そこに指導者が介入していく個別指導や、学
習者相互に学び合いを行わせることで、学習
者間で互いに相手を適切な論理の読み取り
へと導くような国語科一斉指導を実践し、自
律的な論理的思考を行う指導論を構築して
きた。ただし、これまでの申請者の指導は、
確かに学習者の論理的思考方略の偏りや躓
きを修正することはできたが、それはあくま
で論理について学習した直後だから出来た
ことであり、その後の生活でも自律的な論理
的思考を行っていける学習者を育成できた
とは言いがたい。 
この原因の１つとして考えられるのが、学
習者の自律的な論理的思考を促すための評
価の在り方が確立されていなかったという
点である。申請者が行った実践は、指導者―
学習者間、または学習者間で、相手の論理的
思考方略に形成的評価を加え、自律的な論理
的思考を行う学習者の育成を目指すもので
あった。しかし、相手が自律的に論理的思考
を行っているかどうかをどう把握し、そして
その把握をどう学習者にフィードバックす
ればよいかが明確に位置づいていなかった。 
自律的な論理的思考に関する国語科研究は、
メタ認知との関連で近年着手されてきてい
る。しかし、現在はメタ認知を促進するため
の有効な指導方法に研究の重点があり、論理
的思考の自律性の評価の在り方については、
十分に検討されていない。 
小・中学校で国語科論理教育を行っている
教員は、学習者の論理的思考の自律性を評価
する方法が、すぐにでも実践できる姿で示さ
れることを望んでいる。現場の要請に応える
べく、どのように学習者の自律的な論理的思
考の程度を把握し、またその把握をどのよう
にフィードバックしていけば彼らの自律的
な論理的思考を促せるかという評価の在り
方を、理論に基づきしながらも具体的な実践
レベルで明らかにする必要がある。 

 

 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では、“学習者の自律的な論理的思考
を促す国語科学習評価サイクル”の開発を目
指す（図１参照）。このサイクルではまず、
単元前に学習者の論理的思考の自律性を把
握する。それに基づき、単元中には形成的な
学習者の自律性の把握とその把握に基づい
た介入を行う。単元後、学習者の自律性の高
まりを総括的に評価し、それをもとに次の単
元を行う。このサイクルを埋め込んだ単元を
繰り返し、学習者の自律的な論理的思考を促
すことを目指す。 
全体の目標： 
小・中学校の国語科教育における学習者の
自律的な論理的思考を促すための学習評価
サイクルを、実践現場で妥当性・信頼性を持
つものとして開発する。 
  下位目標Ⅰ： 
国語科において、学習者が自律的に論理
的思考を行っている状態とはどういう状
態を指すのか、明確な概念規定を行う。 
下位目標Ⅱ： 
学習者の論理的思考の自律性の度合い
を捉え、それを踏まえて自律的な論理的思
考を促すフィードバックを行う学習評価
サイクルを、仮説的に考案する。 
下位目標Ⅲ： 
考案した学習評価サイクルが妥当性・信
頼性を持つものであることを、小・中学校
の単元レベル・年間レベルで実践を行う中
で検証する。 

 
３．研究の方法 
 本研究は、次の３つのプロジェクト（PJ①
～③）を立ち上げて研究を進める。 
 PJ①：概念規定（下位目標Ⅰに対応） 
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図１ 学習評価サイクルの概要 



  自律的な論理的思考概念の規定 
 PJ②：評価考案（下位目標Ⅱに対応） 
  自律的な論理的思考を促す学習評価サ
イクルの考案 
 PJ③：単元実践（下位目標Ⅲに対応） 
  学習評価サイクルを埋め込んだ単元レ
ベルの実践による、妥当性・信頼性の検
証 
 PJ④：年間実践（下位目標Ⅲに対応） 
  学習評価サイクルを埋め込んだ年間レ
ベルの実践による、妥当性・信頼性の検
証 

 
４．研究成果 
 本研究を進める中で、当初の研究計画を変
更し、研究の範囲を次の通り限定することと
した。 
⑴中等教育段階のみを対象とする。 
⑵論説・評論の読みにおける論理的思考を対
象とする。 
  まず⑴の限定をしたのは、PJ①を進める中
で、学習者の自律的な論理的思考には発達段
階ごとの特性があることが明らかになった
ためである。特に中等教育段階の学習者にと
って自律的な論理的思考力育成が急務であ
ると考え、本研究で扱う発達段階を中等教育
段階とした。 
  また、⑵の限定をしたのは、国語科教育に
おける領域の中で、特に論説・評論を読むこ
とにおいて論理的思考力の育成が期待され
ているためである。 
さて、以上のような研究範囲の限定のもと、
本研究の成果は、次の３点に見出せる。 
 １点目は、学習者の自律的な論理的思考を
促すためには、学習者の情緒的な思考の側面、
特に学習者が対象を〈自分ごと〉として捉え
ることが重要であるという知見を理論的に
示した点である。学習者の自律的な思考を捉
える理論的枠組みである自己調整学習理論
を検討する中で、その自己調整サイクルを駆
動する動機づけが重要であることが明らか
になった。論説・評論の読みでいえば、その
テクストが自分に関わると捉える認識、つま
り〈自分ごと〉認識が動機づけとなり、学習
者の自律的な思考が促されることを理論的
に明らかにした。 
 ２点目は、論説・評論の読みの指導におい
て、論説・評論を〈自分ごと〉として捉える
学習者を育成するための方法論を、授業レベ
ルで明らかにしたことである。本研究では、
論説・評論の読みにおける〈自分ごと〉認識
を、次の三つに整理して捉えた。この観点が、

学習者の〈自分ごと〉認識を評価する際の規
準となる。 
・テクストを〈実感する〉こと 
・テクストを〈引き受ける〉こと 
・テクストによる説得の〈相手になる〉こと 
 その上で、これら三つの観点に基づく授業
実践例の提案や、学習評価サイクルで用いる
ルーブリック案の作成を行った。 
 ３点目は、提案した授業実践例やルーブリ
ック案に基づき、実際の年間実践を行い、授
業実践や学習評価サイクルの効果について
実践的に検証した点である。具体的には、中
国地方にある県立高校の国語教諭に協力を
仰ぎ、2017年６月・11月、2018年２月にそ
れぞれ１単元ずつ、計３単元の論説・評論の
読みの指導を実践し、論説・評論を〈自分ご
と〉として捉え、自律的に論理的思考を働か
せる学習者を育てるための実践を行った。そ
の結果、授業展開の具体像の構築や〈自分ご
と〉認識を捉えるための分析方法については
一定の成果を得ることができたものの、単元
間を通して〈自分ごと〉認識を高めていくと
いうカリキュラムの視点での構想に課題が
残されていることが明らかになった。 
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